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1 はじめに －なぜ日野市で水力発電か 
 2011 年 3 月の東日本大震災に伴う福島第一原発事故をきっかけとして、電気エネルギー
の供給という環境問題に大きな関心が寄せられるようになった。それまで導入がためらわれ
ていた固定価格買取制度(FIT)が翌 2012 年 7 月に施行され、再生可能エネルギー利用の普
及が大きく動き出した。とりわけ太陽光発電は、施行から３年半後の 2015 年末時点で、FIT
認定を受けた施設が約 250 万件、発電出力の設備容量の合計は約 3223 万 kW にのぼった。
これに対して、出力 1000 kW 以下の小水力発電は、FIT 認定件数が 163 件、設備容量は 6














豊かな田園風景を受け継いでいる。都心からわずか 35 km、JR 中央線で東京駅から 45 分、
多摩川の鉄橋を渡ると日野に到着する。面積 27 km2、人口 18 万 5 千人（2018 年 8 月現在）
の日野氏は、「水と緑のまち」として知られており、平地には今でもかつての農業用水が網




































2 「日野市小水力発電を考える会」3 年間の活動内容 
2-1 「日野市小水力発電を考える会」の発足 
 2011 年 3 月の東日本大震災以降、電力の地産地消に向けて全国的な動きが見られる中、
日野市が有する豊かな資源である水を発電に活かしたいという期待が高まり、東京都実施






われることとなった。2018 年 3 月までの 3 年間に行われた検討の流れを図 1 に示す。 
この流れに沿って活動スケジュールが組まれ、①市内発電候補地の選定 ②発電電力の活用









































































的価値等）に目が向けられている。考える会では発電候補地を以下の 10 地点（表 1）に絞






































発電出力 P[W] ＝ ρ×g ×Q×H×ηt×ηg 
 ρ：水の密度(999.7 kg/m3), g  : 重力加速度(9.8 m/sec), Q : 流量(m3/sec), H : 落差(m) 




100 kW 以下の小水力発電をマイクロ水力発電というが、最高値の根川でも 1.27 kW である
から、さらに小規模（1 kW 以下）のピコ発電レベルということになる。1.0 kW の仕事率か
ら年間発電量を見積もってみる。1 年間フル回転（50 日休むとして）7500 時間発電できた
とすると、年間発電量は 7500 kWh となり、平均的な家庭の年間消費電力 3500~5000 kWh






2-3  発電装置ピコピカについて 






























































(B) 照明・PR：水路沿いに街灯をつけるなど実用的な利用（見える化）で PR したい。 
(C) 交流の場：水力による発電電力を利用したカフェを開くなど多世代交流の場を作り 













































































表 6 考える会実施イベント 
 




















































けるタイプの「リムダイナモ」が主流であったが、タイヤの 1 回転でリムダイナモは 33 回

















































































台地にある崖線型の湧水 ②丘陵地にある谷戸型の湧水 の２つのタイプがある（図 4）が、
いずれにせよ湧水の水源は浅層地下水（自由地下水）である。それは日野の地下の基本構造
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